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【数値目標】基礎学力を備えた入学生６０名の確保 

 

《主な対策》 

１ 高校進路指導および高校生への積極的な働きかけ 

(1)県内全高校（公立 44 校 私立 14 校  通信制 4 校 計 61 校）への訪問 

(2)進路指導担当等を対象とした農大説明会への参加者増と依頼の強化 

(3)進路ガイダンスへの積極的な参加と学校説明会の実施 

(4)オープンキャンパス「緑の学園」への参加者拡大 

２ 情報発信の取組 

 (1)「先輩から後輩へのメッセージ」作成・配布 

(2)フェイスブックやパブリシティなどによる情報発信 

(3)市町村、ＪＡ、ＪＲ等への募集ポスター掲示等依頼 

３ 高大連携の促進 

(1) 高校への出前農大の実施 

(2) 農業系高校１年生体験研修の実施 

(3) 「くじゅうアグリ創生塾」関連の連携 

(4) 高校ＰＴＡ研修における農大見学の促進 

 

 

 

 

 

【数値目標】試験研究機関及び地域との連携課題比率８０％以上 

日本農業技術検定３級以上取得率８０％以上 

 

《主な対策》 

１ プロジェクト研究の高度化と地域課題への対応 

(1) 農林水産研究指導センター農業研究部・振興局との連携プロジェクトの充実強化 

(2) 九州大会・全国大会出場を目指したプロジェクト指導の強化 

２ 農業法人等の期待に応えられる学生の育成 

(1) 将来の農業・農村のリーダーとなり得る学生の育成を目指した「総合経営特別講座」の

実施 

運営方針１ 活気あふれる学園づくり 

運営方針２ 質の高い教育の提供 



 
 

(2) 大分大学との学生間連携の推進 

(3) 日本農業技術検定試験の推進及び試験対策指導の強化 

(4) 農業機械応用実習の実施による農業機械操作技術の向上 

(5) ＧＡＰ手法の習得とグローバルＧＡＰの導入 

 

 

 

 

 

【数値目標】全学生・研修生の進路内定率１００％ 

      就農率８０％以上 

 

《主な対策》 

１ 農学部 

(1) 農業法人等との就職相談会の開催 

(2) 農業法人等との情報交換および進路開拓 

(3)進路コーディネーターや担任による進路面談、受験指導の実施 

  (4)インターンシップ等研修への参加促進 

 (5)保護者の農業視察研修による就農理解促進 

  (5)学生の資質向上と生活指導の徹底 

  (6)卒業生(過去３年)のフォローアップ指導 

２ 研修部 

(1) 就農に係る講義や先進農家研修による就農意欲の喚起 
(2) 振興局等との連携による就農支援 
(3) 進路コーディネーターによる面談の実施 
(4) 就職・就農相談会等への参加促進 
(5) 法人等求人情報の提供とマッチングの実施 
(6) 研修生個別面談の実施 

 

 

運営方針３ 農業の担い手の確保 


